
兼
好

の
関
東
下

向
に

つ
い
て

西

村

順

子

第

一
章

兼

好

と

東

国

第

一
節

兼

好

の
出

自

兼
好

に
つ
い
て
研
究
す
る
場
合
、

一
応
信
頼

の
お
け
る
資
料

と
考
え
ら
れ

て

い
る
も

の
に

『
卜
部
氏
系
図
』
が
あ
る
。
そ
れ
を
抜
萃
す

る
と
、
次

の
よ
う

に

な

る
。

神
祗
伯

・長
上

呼
麻
唱
「
、曇
」
好
真
-
兼
延
桑

践

諮
)-

平
野
社

孫
弾
副長上
「
轗

鞠
下略罫

僧∵

薙

灯
夫
治
部
少
輔
-
兼
糠

南
朝
詔

従
五
下

民
部
少
輔

ー

兼

好左
兵
衛
佐

以
俗
名
為
法
名

(『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
下
巻
所
収
)

こ
の
記
載
か
ら
、
兼
好

は
神
道
家
卜
部
氏

の
中

で
も
吉

田
流

の
庶
流

の
出
身

で

あ
り
、
祖
父
は
兼
名

、
父
は
兼
顕
、
兄
弟

に
慈
遍
と
兼
雄

の
二
人
が

い
た

こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
、鎌

田
元
雄
氏

の
研
究

(「
兼
好

の
周
辺
」
『
文
学
』
第
三
十

巻
十
号
昭
和
三
十
七
年

十
月
)

に
よ
り
、
兼
好

の
家
系
が
京
都
在
住

の
神
祗

の

家

で
あ
り
、
ま
た
、
知

識
人

の
家

で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
生

年

に

つ
い
て

は
、

い
ま
だ
定

説
を
見
な

い
。
太
政
大
臣
洞
院
公

賢

の

日

記

『
園
太

暦
』
に
よ
る
と
、

「
北
朝
観
応

元
年

二
月
十

五
日
六
十

八
歳

で
伊
賀
国
名
張
郡

国
見
山

に
て
死
去
」
と
伝
え
ら

れ
、

ま
た
、

『
大

日
本
史
料
』
所
引

の

『
諸
寺

過
去
帳
』

の
う
ち

の

「
法
金
剛
院
過
去
帳
」

に
は
、

「
観
応
元
年
四
月
八
日
」

と
見
え
て

い
る
。

以
上

の
二
説

か
ら
逆
算

し
て
、
か

つ
て
は
兼
好
を
弘
安
六
年

(
一
二
八
三
)

に
生

ま
れ
た
と
す

る
の
が
通
説

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今

日
で

は
、
旧
国
宝
目
録
中
、
福
井
市
相
生
町
薄
金
次
助
氏
蔵

の

『
続
古
今
集
』
巻
下

・
に
付

さ
れ
た
、
正

平
六
年

(観
応

二
年

・
一
三
五

一
)

の
兼
好

の
自
筆
奥

書
が

発

見
さ
れ
た
た
め
に
、
兼
好

は
少
な
く
と
も
観
応
三
年
ま

で
は
生
存
し
て

い
た
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こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
た
。

こ
の
奥

書
を
最
後

と
し
て
彼

に
関
す

る
正
確
な
資

料
が
な
く
な
る

の
で
、
観
応
三
年

以
後

間
も
な
く
亡
く
な

っ
た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。
従

っ
て
、

い
つ
ま
で
生
存

し
た
か
は
結
局
未
詳

で
あ

る
が
、
年
齢
計
算

を
し
て

い
く
上

で
は
、

「弘
安

六
年
生
年
」

を
基
準

に
し
て
も

不
自
然

で
は
な

い
。

私
も
兼

好

の
年

齢
を
述

べ
る
場
合
、

こ
れ

に
従

う
も

の
と
す

る
。

こ
こ
で
、
兼

好

の
伝
記
を
考
え

る
上
で
今

日
ほ
ぼ
定
説
と
な

っ
て
い
る
、
風

巻
景
次
郎

氏

の
論
に
ふ
れ
て
お
く
。

『
徒
然
草
』

の
研
究
史

は
、
生
没
年
と
も

に
兼

好
よ
り
百
年

ほ
ど
後

の
正
徹
が
、
そ

の
著

『
正
徹
物
語
』

に
、
「
(
兼
好

は
)

久
我

か
徳
大
寺

か

の
諸
大
夫

に
て
あ

り
し
な
り
」
と
書
き

し
る
し
た

こ
と
に
始

ま
る
。
風
巻

氏
は
、

『
徒
然
草
』

お
よ
び

『
兼
好
法
師
集
』

の

検

討

か

ら
、

「兼
好
が
在
俗
時
代
、
堀
河
家

(当
主

は
内
大
臣
具
守
)

の
家
司

で
あ

っ
た
」

こ
と
を
立
論

さ
れ
、

さ
ら

に
堀
河
家
と
後

二
条
天
皇

(
母

は
堀
河
具
守

の
女
、

後

の
西
華
門
院
)

と
の
関
係

か
ら
、
兼
好
が
六
位

の
蔵
人
と
し
て
後

二
条
朝

に

出
仕

し
、

六
年

を
経

て
従
五
位

に
進

み
、
左
兵
衛
佐

に
任
じ
ら
れ
た
で
あ

ろ
う

こ
と
な
ど

を
推
論

さ
れ

た

(「
家
司
兼
好

の
社
会
圏
O
⇔
」
『
国
語

国

文

の

研

究
』
昭
和

二
十
七
年

三
月
。
後

に

『
風
巻
景
次
郎
全
集
』
第
八
巻
に
収
録
。
昭

和

四
十

六
年

一
月
桜
楓
社
刊
)
。

'

第
八
十
八

第
九
十

一

第
九
十
ニ

ー
後
深
草
院
ー

伏
見
院

後
伏
見
院

1
花
園

院

第
八
十
七

第
九
十
四

後
嵯
峨
院
-

第
九
十
三

-
鱗

撃

院
鹸

難

皇
(当
代
)

第
九
十
五

(
『
群
書
類
従
』
所
収

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録

』
よ
り
抜
萃
)

こ
こ
で
、
再
び
時
代
背
景

に
目
を
向
け
て
み
る
。
兼
好
が
堀
河
家
、

つ
ま
り

後

二
条
天
皇

の
実
母

の
里
方

の
家
司

で
あ

っ
た
前
後

は
、

一
般
に
大
覚
寺

・
持

明
院
両
統
迭
立

の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
、
関
係
す
る
皇
室
系
図

を

あ
げ

て
お
く

(
上
段
系
図
参
照
)
。

こ
の
両
統
迭
立

は
、
後
嵯
峨
院
崩
御

の
時

に
そ

の
兆
が
見
え
た
が
、
顕
在
化

し
た
の
は
、
後
宇
多
天
皇

の
践
祚

(
文
永
十

一
年

・
一
二
七
四
)

に
あ

た
り
、

後
深
草
院

の
御
子
熈
仁
親
王

(
伏
見
天
皇
)

の
立
太
子

の
こ
と
が
あ

っ
た
時

で

あ
り
、

こ
こ
に
大
覚
寺
統

の
後

宇
多
天
皇
派
と
持
明
院
統

の
伏
見

天
皇

と

の
対

・

立
が

は
じ
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
大

覚
寺

統
が
二
派
に
分

れ
る
こ
と
に
な

る
。
兼
好
が
仕
え
て

い
た
堀
河
具
守
家
は
、
大

覚
寺
統

の
中

で
も
後

二
条
天
皇

派

に
属
す

る
家

で
あ
る
。
兼

好
自
身

自
ら

の
行
く
末
に
不
安

は
あ

っ
た
と
思

わ

れ

る
。

こ
の
在
俗
時
代

の
家
司
期
、
兼
好
は
京

に
住
ん
で
い
た
と
す

る
の
が
定

説
と
さ
れ

て
い
る
。
私
も

こ
の
説
に
従

い
、
以
下
論

を
進

め
て
ゆ
き

た
い
。

第
二
節

関
東
下
向
の
事
実

兼

好
が
そ

の
生
涯
に
少
な
く
と
も
二
度

、
武
州
金
沢

の
地

に
下
向

し
て
い
る

こ
と
は
諸
家

の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
事
実
、

『
兼
好
法
師
集
』

に
も
そ

の

足
跡
が
見
ら
れ
る
。
次

に
あ
げ

る
七
六
番

の
歌
が
そ
れ

で
あ

る
。

む
さ
し

の
く
に
か
ね
さ
は
と

い
ふ
と

こ
ろ
に
、
む

か
し
す
み
し
家

の

い
た
う
あ

れ
た
る
に
と
ま
り

て
、
月
あ
か
き
夜

ふ
る
さ
と

の
あ

さ
ち
か
に
は
の

つ
ゆ

の
う

へ
に
と

こ
は
く
さ
葉
と
や
と
る

月

か
な
(『
私
家
集

大
成

』
「
中

世
皿
」
所
収
昭
和
四
十
九
年
十

一
月
明
治

書
院

刊
。

以
下
同
じ
)

こ
れ
は
、
詞
書

き
よ
り
兼
好
が
金
沢

へ
二
度
目

か
三
度
目

に
来
た
時

の
歌
か
と
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思
わ
れ
る
。

さ
ら

に

「
む

か
し
す

み
し
家
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
初

度

の
下
向

に
お
い
て
も
、

か
な
り

の
期
間
滞
在
し
た

こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。
実

は
、
家
集

六
七
i
七
八

の

一
連

の
歌
、
さ
ら

に
は
、
.
二
四

二
番

北
条
貞
直
家
歌
会
、

=
ご

六
番

二
階
堂
行
朝
勧
進
鹿
島
社
奉
納

歌
な
ど
も
、

関
東

下
向
期

の
詠

と
考
え
ら

れ

て
い
る
。

.、

.、
…煮

匙

四

二
番

の
歌
ξ

い
て
み
て
み
た
い
。

平
貞
直
朝
臣
家

に
て
う
た
よ
み
し
に
、
旅
宿

の
心
を

ふ
る
さ
と
は
な
れ
ぬ
あ

ら
し
に
み
ち
た
え

て
た
ひ
ね

に
か

へ
る
ゆ

め
の
う

き
は
し

詞
書

き
中

の
平
貞
直
朝
臣

と
い
う
人
物

は
、

『
系
図
纂
要
』
第

八
冊

(
昭
和
四

十
九
年

一
月
名
著

出
版
刊
。

二
九

一
頁
)

に
よ
る
と
、
大
仏
氏
民
部
少
輔

宗
泰

の
次
男

陸
奥
守
貞
直

の
こ
と

で
、
北
条
時
政

の
後
裔

で
あ
り
、
元
弘
三
年

五
月

二
十
二
日
極
楽
寺

で
討
死

し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
と

こ
ろ
で
、

こ
の
大
仏
氏
な

る

一
族

で
あ

る
が
、
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
(
昭
和
三
十
八
年

十

一
月
角

川
書
店

刊
。
九

四
ニ
ー
九

四
三
頁
)

に
は
、

「
恒
武
平
氏
北
條

氏
流

鎌
倉

な
る
大
仏

(
オ
サ
ラ
ギ
)

よ
り
起

る
。
(
中
略
)
此

の
氏

は
鎌
倉

時
代
執
権

の

一
族

と
し
て

頗

る
勢
力
あ
り
」
と
見
え
、
以
下
、

『
太
平
記
』
巻
三

・
巻

六

・
巻

十
な
ど

に

そ

の
名
を
止

め
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
仏
氏
と

い
う

の
は
、
鎌
倉
時
代
関
東
に
お

い
て
か
な
り

の
勢

力
が
あ

っ
た

一
族

で
、
中

で
も

貞
直
は
武
勇

の
士
と
し
て
も
聞

こ
え
て

い
た
ら
し

い
。

ま
た
、

「
大
仏
」

の
項

目

に
は
、

「
相
模
国
鎌
倉

郡
長
谷

の
大
仏

は
オ
サ

ラ
ギ
と
呼
ば

る
。
も
と
深
沢

と
云
ひ
し
地
な
れ
ど
、
オ
キ

ラ
ギ
な
る
地
名
も
あ
り

て

(中
略
)
大
仏
を

オ
サ

ラ
ギ
と
読

む

に
至
り
し
な
ら
ん
か
と
云
ふ
」
(前
掲
書
九

四
二
頁
)
と
も
見
え
、

大
仏
氏
が

「
鎌
倉
な
る
大
仏

よ
り
起

っ
た
」

こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
大
仏

氏

は
現
在

の
鎌
倉
長
谷

大
仏

の
あ

る
附
近

に
住

ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
兼
好

が
在
住
し
た
金
沢
と
鎌
倉

と
は
約

二
里

の
道
程

で
あ

る
の
で
、
容
易

に
往
復

の

出
来

る
道
、
従

っ
て
、
自
然
兼
好
と

の
交
流
も
可
能

に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、

二
四
二
番

の
歌

は
、
詞
書
き
よ
り
貞
直
家

に
て
催
さ
れ
た
歌
会

に
お

い
て
の
詠
と
見
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
歌
人
と
し
て

の
平
貞

直
に

つ
い
て
調

べ
て

み
る
と
、
『
勅
撰
作
者
部
類
』
(
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
昭
和
三
十
七
年

三
月

明

治
書
院
刊
所
収
)

に
よ
る
と
、
『
続
千
載
集

』
に

一
首

、
『
続
後
拾
遺
集
』

に

一

首
と
、
勅
撰
集

に
は
二
首

の
み
で
あ
る
が
、
入
集
し
て

い
る
。

以
上
、
兼
好

の
関
東
下
向

の
事
実
と
し
て
、

『
兼
好
法
師
集

』
中

の
二
首
を

取
り
あ
げ

た
が
、

こ
れ

に
は
理
由
が
あ
る
。

つ
ま
り
、

二
首

と

も

「
ふ

る

さ

と
」
な
る

こ
と
ば
を
詠
み
込
ん
で

い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の

「
ふ
る
さ
と
」

は

現
代
語

の

「
生
ま
れ
故
郷

」
と
同
義

で
は
な
く
、
桐
原
徳
重
氏
が
論

じ
ら
れ
て

い
る

(
「
「
ふ
る
さ
と
」

の
語
義

に

つ
い
て
i
辞
書

・
注
釈
書
類

の
処
置

へ
の
疑

問
ー
」

『
常
葉

女
子

短
大
紀

要
』

第

一
号
昭
和

四
十

三
年
十

一
月
)
よ
う

に
、

そ
れ

は
以
前
に
住
ん
だ
、
あ

る
い
は
行

っ
た
こ
と

の
あ

る
昔
な
じ
み

の
所

の
意

と
解

し
た

い
。
す
な

わ
ち
、
兼
好

に
と

っ
て
の
関
東

の
地
が

「
ふ
る
さ
と
」

な

の
で
あ

っ
た
。

第
三
節

兼
好
と
関
東
と
の
関
係

関
東
下
向

の
事
実
を
裏
付
け
る

よ
う

に
、
『
金
沢
文
庫
古
文
書

』

の
中

か
ら
、

兼
好
署
名

の
二
通

の
懸
紙
と
書
状

の
断
簡
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
懸

紙

に
は
、

「
進
上

弥
名
寺
侍
者

卜
部
兼
好
状
」

「
謹
上

称
名
寺
侍
者

卜
部
兼
好
状
」
(
冨
倉
徳
次
郎
氏
著

『
卜
部
兼

好
』
〈
昭
和

四
十
九
年

三
月
吉
川

弘
文
館
冊
〉

に
よ
る
。

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』

は
出
版

さ
れ

て
い
な

い
た
め
、

以
後
諸
家

の
論
文
中
か
ら
借
用
す
る
)

と
あ

り
、
何

れ
も

「
卜
部
兼
好
」

の
自

署
が
あ
る
。
お
そ
ら
く

「
う
ら
べ

の
か
ね
よ
し
」
と
読

ま
せ
て
い
た
も

の
と
思

わ
れ
る

の
で
、
入
道
以
前

の
書
状

で
あ

ろ
う
。
ま
た
、

こ
れ

に
よ

っ
て
金
沢
文
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庫

の
前
身

で
あ

る
称
名
寺

と
深

い
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
も
推
定

で
き
る
。

で
は
、
兼
好

と
関
東
と

の
関
係

は
い

つ
ご

ろ
、
ど

の
よ
う

に
し

て
も
た
れ
た

も

の
で
あ

ろ
う
か
。

第

一
に
考
え
ら
れ

る
の
が
、
卜
部
兼
名
と
関
東
と

の
関
係

で
あ
る
。
卜
部
氏

の
祖
と
伝
え
ら
れ

る
平
麻
呂
が
伊
豆
国

の
出
身

で
あ
る

こ
と
は
周
知

の
こ
と
で

あ

る
が
、
兼
名

に

つ

い

て

は
、
内
閣
文
庫

の

『
性
賢
比
丘
筆

記
付
雑
抄
』
中

「
宮
内
卿
卜
部
兼
隆
」

に
次

の
よ
う

に
見
え
て

い
る
。

一
、

日
本
紀
講
例

兼
隆
十
九
年
曩
祖

・
祗
大
副
兼
国
於
中

国
者
姫
講

・

於
関
東
者
吉
田
流
之
曩
祖
兼
直
之
弟
兼
名

下
二着
彼

地

一而
弘
之
有
南
朝
者

兼
満
七
代
曩
祖
兼
豊
後

醍
醐

天
皇
伝
受

之
而
後

、
祖
道
弘

者
無
之
矣

こ
れ
に
よ

っ
て
、
「
吉
田
流

の
曩
祖
兼
直

の
弟

兼
名
が
彼
地

(関
東
)

に
下
着
」

し
、
活
躍
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第

二
に
考

え
ら
れ
る

の
が
、
堀
河
家

と
関
東

と

の
関
係

で
あ

る
。
兼
好
が
堀

河
家

の
家

司
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
前

に
述

べ
た
。
と

こ
ろ
が
、

こ

の
具
守

の
弟
、
基
俊
が
関
東

に
下
向
在
住

し
、
そ

の
地

で
亡
く
な

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

『
尊
卑
分
脈
』

に
よ
る
と
、
基
俊

の

名

の

上

に

「亀

谷
」
と
あ

る
。

こ
れ

は
、
『
日
本
地
名
大
辞
典
』
(
昭
和
十

三
年

一
月
平
凡
社
刊
。

↓
七
七

六
頁
)

に
よ
る
と
、
現
在

の
鎌
倉
扇

ケ
谷

の
古
称

で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
『
鎌
倉
事
典
』
(
昭
和
五
十

一
年

五
月
東
京
堂
刊
。
八
四
頁
)

に
は
、

こ

の

谷
名
が
鶴
岡

に
対
す
る
対
語
と
し
て

つ
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

こ

の
地
区
に
は

町
家
が
並
び
往
還

の
多

い
所

で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が
見
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、

基
俊

は
現
在

の
寿
福
寺
周
辺
に
住
居
を
か
ま
え
て

い
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。
ま

た
、
『
公
卿
補
任
』
(
弘
安

六
年
)

に
は
、

「
正

二
位
行
大
納
言
基
具
卿

二
男
。

母

三
木
平
惟
忠
卿
女
」
と
あ
り
、
『
系

図
纂

要
』
第
九
冊

に
は
、
「
弘
安

六
年

三

左
中
将

.

月
十
八
三
木
上
四
下

九
月
八
廿
三
八
年

四
月
十
左
兵
督
便
使
別
当

九
年
九
月

二
権
中
納

言
七
月
廿
八
正

三

正
応

二
年
正
五
従

二
三
年
十

一
月
廿
七
正
二

四

年

七
月
廿
九
権
大
納
言

元
応
元
年

四
月
三
薨
二
+
九

住
関
東

」
と
あ
る

こ
と
か

ら
、
基
俊

は

=

一
六

一
年

に
生
ま
れ
、
弘
安
六
年

(
=

一八
三
)

に
参
議

正
四

位
下
と
な
り
、
元
応
元
年

(
一
三

一
九
)

に
関
東

で
権
大
納

言
正

二
位

で
亡
く

な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
亀

谷

の
地
で
亡
く

な

っ
た
の
で
あ

ろ

う
。
次
章

で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
元
応
元
年

は
兼

好
三
十
七
歳

で
、

こ
の
年
以

前

に
二
度

の
関
東
下
向
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
従

っ
て
、
兼
好
下
向
時

に
は
基

俊
も
鎌
倉

に
在
住
し
て

い
た

こ
と
は
明
ら

か
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
兼
好
自
身
が

家
司

で
あ

っ
た
堀
河
家

出
身

の
基
俊

の
関
東
政
界

に
お
け

る
存
在

は
、
や

は
り

兼
好

の
関
東

下
向

と
無
関

係
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
あ

る
。

第
二
章

関
東
下
向
の
時
期

兼
好

の
関
東
下
向

に

つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
出
家

の
前
後

に
各

一
回
認
め

ら

れ
る
が
、
そ

の
時
期

や
目
的

に

つ
い
て
は
、
今

の
と

こ
ろ
不
明
で
あ

る
。
し

か
し
、
帰
洛

の
時
期

に

つ
い
て
は
、
ま
ず
関
靖
氏
が

『
金
沢
文
庫
古
文

書
』

の

中

か
ら
発
見
さ
れ

た
資
料

に
よ
り
、

「
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)

帰
洛
説
」

を

紹
介
さ
れ

た
。

こ
れ
以
後
、
兼
好

の
帰
洛
説

に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま

の
論
…が
展
開

さ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。
関

氏
が
提

示
さ
れ
た
そ

の
問
題

の
資
料
が
、
次

に
あ

げ

る

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
第

一
輯

「武
将
篇
」

五
五
四
兼
雄
書
状

(以
下

五

五
四
書
状
と
略
す
)

で
あ
る
。

俊
如
御
房

上
洛
之
便
、
去

月
十

一
日
御
状
、
兼
好
帰
洛
之
時
、
同
十

二
日

禅
礼
、

各
委
細

承
候
了
、

極
楽
寺
長
老

入
二御
御
寺
、
目
出
候
、
又
大
殿

　

　

　

　

　

　

卅

三
年
御
仏

事
、
如
法
経
以
下
重
畳
之
由
、
承
候
了
、
懇
懃
之
御
追
善
、

定

不
二唐
捐

一候
歟
、
是

に
も
迎
二
当

日
、
修
二
小
仏
事

一了
、
覚
守
僧
都
為
二

導
師

、
吐
二金

玉
一候
き
、
其
間
子
細
略
レ
之
候
、
兼
又
、
寺
用
綿
並
所

々
未
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進
等
事
、
厳
密
致

二沙
汰

一可
レ
申

(
後
闕
)

(「
兼

好

の
生
活
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和

三
十

二

年

十

二

月
。
圏
点

西
村
)

関
氏

は
、

五
五
四
書
状
中

に
見
ら
れ

る

「
兼
好
帰
洛
」

の
句
が
、
同
じ
く
書

状

中

の

「
大
殿
卅

三
年
御
仏
事
」

の
営
ま
れ
た
年

に
実
行
さ
れ
た
と
考

え
、
そ

の

「
大
殿
」
な

る
人
物
を
、
兼
好

の
兄
掃
部
助
倉
栖
兼
雄
が
執
事
と

し

て

仕

え

た
、
金
沢
貞
顕

の
父
北
条
顕
時
と
推
定
さ
れ
た
。
従

っ
て
、

こ
の
書

状
は
元
弘

三
年

の
書
状

で
あ

る
と

し
て
、

「
兼
好
元
弘
三
年
帰
洛
説
」
を
立
論
さ
れ
た
。

こ
の
関
氏

の
説

に
反
論
さ
れ
た

の
が
、
林

瑞
栄
氏

で
あ
る
。
林
氏

は
、
ま
ず

五
五

四
書
状
が
筆
蹟

・
文
意
か
ら
兼
雄

の
書
状

で
あ
る

こ
と
は
認

め

ら

れ

た

が
、
五
五
四
書
状
中

の

「
大
殿
」
を
顕
時

で
は
な
く
、
貞

顕

の
祖
父
、

つ
ま
り

顕
時

の
父

に
あ
た

る
北
条
実
時

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
実
時

の
亡
く
な

っ
た
の
が
建
治

二
年

(
一
二
七
六
)

で
あ
る
か
ら
、
そ

の

「卅

三
年
御
仏
事
」

は
延
慶
元
年

に
当
た
る
と
立
論
さ
れ
、

「兼

好
延
慶

元
年

(
一
三
〇

八
)

帰
洛

説
」
を
打
ち
出
さ
れ
た
。
以
下
、
林

氏

の
論
を
追

っ
て
み
た
い
。

林
氏

は
、
元
亨

三
年

(
二

二
二
三
)

の

「
下
総

国
下
河
辺
庄
築
地
郷
地
頭
職

訴
陳
状
案
」
(
『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
第

七
輯

「
所
務
文
書
篇
」

五
三
二
九
。
以

下
五
三

二
九
書
状
と
略
す
)

の
断
片

に
よ

っ
て
、
倉
栖
掃
部
助
兼
雄
が
、
文
保

元
年

(
=

一二

七
)

十
二
月
以
後
元
亨

三
年

(
=
三

一
三
)
以
前

に
死

ん
で
お

り
、
四
郎
と

い
う
息

子
が
跡

を
継

い
で
い
る
事

を
指
摘

さ
れ

た
。

こ
の
こ
と
か

ら
、
兼
雄
に
よ

っ
て
書

か
れ
た
五
五
四
書
状
が
元
弘

三
年

の
も

の
で
は
あ
り
え

な

い
こ
と
を
立
証

さ
れ
た
の
で
あ

る
。
今
、
五

三
二
九
書
状
中
、
関
係
す
る
部

分

の
み
を
あ
げ
て
お
く
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

リ

　

　

　

コ　

　

　

件
郷
者
、
文
保
元
年
十
二
月
七
日

倉
栖
掃
部
助
兼
雄
自
去
午
歳
至
今
年

・
亥
年
令
沽
却
六
ケ
年
於
弐
佰
貫
文
之
刻
、
如
同
日
御
書
下
者
、
下
河
辺
庄

築
地
郷
為
作

事
料
足
、
自
明
年

六

ケ
年

沽
却
事
所
被
聞
食
也

云

々
。
雖
然

自
即
年

被
押
領
之
間
、
於
彼
郷

内
連

々
雖
歎
申
依

不
道
行
所
令

言
上
也
、

而
兼
雄
雖
令

死
去
、
子
息

助
四
郎
相
継

亡
父
跡
之

上
者
、
早
被

召
出
之
、

任

証
文
旨
、
為

永
御

成
敗
、
粗

言
上
如
件
在
判

(
「兼

好

の
母
、兼

雄

の
母
O
ー
兼
好

の
家
族
的
生
活
圏
と
そ

の
背
景
ー
」

『
文
学
』
昭

和
三
十
三
年
十
月
。
圏
点

西
村
)

で
は
、
五
五
四
書

状
が
書

か
れ
た
時
期

は

い
つ
で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
林
氏

は
五
五
四
書
状
中

に
見
ら
れ

る
寺
務

の
こ
と
が
書
か

れ
て

い
る

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
第

一
輯

「
武
将
篇
」
五
六
七
兼
雄
書
状

(
以

下
五
六
七
書
状
と
略
す
)

を
取
り
あ
げ
、
両
書
状
を
比
較
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、

五
五
四
書
状
が

不
完
全

で
は
あ

る
が
、
文
末

よ
り
寺
用

の
綿
や
其

の
他

の
未
進

の
取
り
立
て
に

つ
い
て
、
厳
密

に
沙
汰
す
べ
く
手
配
を
約
束
し
て

い
る
こ
と
が

推
知
出
来

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
五
五
四

・
五
六
七
両
書

状

の
冒

頭
部
分

の
符
合

し
て
い
る
点
を
あ
げ
、
五
六
七
書
状
を
予
想
し
て

い
る
五
五
四

書
状

は
必
然
的

に
兼
雄
書
状
と
認

め
る

こ
と
が

で
き
、
「
大
殿
卅

三
年
御
仏

事
」

は

「
実
時

の
三
十

三
年
忌
」
延
慶
元
年

(
二

二
〇
八
)

の
こ
と
で
あ

り
、
七
か

も
そ
れ

は
兼
好
在
世
中
な

の
で
妥
当

で
あ
る
と
考
え
、

「兼
好
延
慶
元
年
帰
洛

説
」
を
立
論
さ
れ
た
(
「
兼
好
伝

の

一
資

料
に

つ
い
て
ー

金
沢
文
庫
古
文
書
中

の

一
書
状

の
再
吟
味
1
」
『
文
学
』

昭
和
三
十
三
年

一
月
。

五
五
四
書
状

は
そ
の

後
関
氏

の
筆
蹟
鑑
定

に
よ
り
、
兼

雄
代
筆

の
貞
顕
書
状
で
あ

る
こ
と
が
判
明

し

た
)
。
さ
ら

に
、
高
梨
み
ど
り
氏
は
五
五
四

・
五
六
七
両
書
状

の
文
意

の
検
討

に
よ

っ
て
、
「
俊
如
御
房
御
上
洛
」

の
御

の
字
が
五
五
四
書

状
に
抜

け
て
い
る
こ
と
、

ま

た
、
五
五
四
書
状

の

「
寺
用
綿
並
所

々
未
進

等
厳
密
致
沙
汰
可
申
」
と
、

五

六
七
書
状

の

「
寺
用
綿
事
…
…
不
日
可
進
寺
家

之
由
御
気
色
候
之
間
」

の
関
係
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を
、
五

六
七
書
状

で
兼
雄
が
取
り

つ
い
だ
も

の
と
考

え
、
五
五
四
書
状

を
貞
顕

書
状
と
立
論
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
前
述

の
林

氏

の
説

は
立
証

さ
れ
た
こ
と

に
な

る
。
(
た
だ
し
、
両
書
状
を
兼
雄
と
し
た
点
は
否
定

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
)

と

こ
ろ
が
、
そ

の
後

高
梨
み
ど
り
氏
に
よ
り
、

「
兼
好
徳
治

二
年
帰
洛
説
」

が
提
示
さ
れ

た
。
高
梨
氏

は
、
五
五
四
書

状
が

「俊
如
御
房

上
洛
之
便
、
去
月

十

一
日
御
状
兼
好
帰
洛
之
時
、
同
十

二
日
禅
礼

、
冬
委
細

承
候
了
」
と
な

っ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
貞
顕
在
洛
中

の
も

の
、

さ
ら
に
連
結
す

る
と
考
え
ら
れ

る

一

六
書
状
(
『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
第

一
輯

「武
将
篇
」

一
六
貞
顕
書
状
。
以
下

一

六
書
状
と
略
す
)

の
差
出
書

に

「
越
後
守

十

一
月

十

一
日

称
名
寺
長
老
」

と
あ
る

こ
と
か
ら
、
貞

顕
在

洛
中

の
越
後

守
就
任
期
間

の
も

の
と
な

る
と
立
論

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
十

一
月
十

一
日

の
日
附

を
考
え
合

わ
せ
、
嘉
元

二
年

(
一

三
〇
四
)
か
ら
延
慶
元
年

(
一
三
〇

八
)

の
問

と
限
定

さ
れ
、

五
五
四

・
五

六

七

.
一
六

・
五
四

・
五
五
書

状
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

を
と
り
ま
く

一
九

・
三

二

書
状

の
連
関
を
調
べ
た
上

で
、
次

の
点
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

〇
五
六
七
書
状

の

「鵜

沼
四
郎

左
衛

門
尉
」
と

三
二
書
状

の

「
鵜
沼
左
衛

門
入
道
」
は
同

一
人
物

で
は
な
く
、
五
六
七
書
状

の
年
代
推
定

の
決

め

手
と
な
ら
な

い
こ
と
。

⇔

三

二
書
状

の

「鵜
沼
左
衛
門

入
道
」

は
鵜
沼
国
景

の

こ

と

で
、
五
六

七
、

一
九
書
状
中

の
景
広
は
国
景

の
子

で
あ

る
こ
と
。

⇔

三

二
書
状

の

「掃
部
助
帰
洛

之
便
御
状
、
昨

日
到
来
」

は
徳
治

二
年

六

月
十
七
日

の
兼

雄
帰

洛
を
指

す
こ
と
。

㈲
五
四
書
状

は
徳
治

二
年

七
月
廿
日
頃

の
書
状

で
あ

る
こ
と

。

そ

し
て
、
五
五
四
書
状
は
徳
治

二
年

(
一
三
〇

七
)

の
も

の
で
、
翌
年

「
大
殿

卅

三
年
忌
」

の
用
意

に
つ
い
て
ふ
れ
た
書
状

で
あ

る
と
立
論

さ
れ
た

(
「
金
沢

文
庫
古
文
書
五
五
四
書
状

に
つ
い
て

(
下
)
1

差
出
者

と
年
代
推
定
ー
」
『
金
沢

文
庫
研
究
』
第
九
十

二
号
昭
和
三
十
八
年

七
月

)
。

と

こ
ろ
が
、
中
新
敬
氏

は
五
五
四

・
五
六
七
書

状
が

全
く
別

の
書
状

で
あ

る

と

し
て
、
両
書
状

の
関
連
を
否
定
さ
れ
て

い
る
。
中
新

氏

の
説

に
よ
れ
ば
、

五

五

四
書
状
中

の

「
覚
守
僧
都
」

は

「
大
殿

(実

時
)
卅

三
年

の
小
仏
事
」

の
導

師

で
あ

っ
て
、

「
徳
治

二
年
十
月

二
十
三
日
」
越
後

守
貞
顕

と
と
も

に
在
京

し

て
い
た
と

い
う
。

し
か
し
、
多
賀
宗
隼
氏

に
よ

っ
て
覚
守
僧
都

は
鎌
倉

に
あ

っ

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
る
点
、
さ
ら
に
五
五
四
書
状

の
末

尾
部
分

と

一
六
書

状

の
冒
頭
部
分

に
対
応
が
見
ら
れ
な

い
こ
と

の
二
点
か
ら
、
中
新

琉

は

五

五

四

・
一
六
書
状

は
全
く
別
個

の
も

の
と
し
て
、
高
梨
氏

の
説
に
反
論
さ
れ
て

い

る
(
「
金
沢
文
庫
古
文
書
五
五
四
書
状

の
年
次

に
つ
い
て
i
高
梨
み
ど
り
氏
説

へ

の
反
論
1
」

『
金
沢
文
庫
研
究
』

第
九
十
八
号
昭
和
三
十
九
年

二
月
)
。

つ
ま

り
、

五
五

四
書
状

の
年
次

に

つ
い
て
は
未
だ
そ

の
解
決
を
み
ず
、
従

っ
て
、
兼

好
帰
洛

の
年
も
未
詳
と

い
え

る
。

と

こ
ろ
で
、
岩
橋
小
弥
太
氏
発
見

の

『
大
徳
寺
古
文
書
』
に
よ
り
、
兼

好
が

正
和

二
年

(
一
ゴ
ニ

三
)
九
月
、
六
条
有
忠
か
ら
山
科
小
野
庄

の
水

田

一
町
を

買

っ
た
こ
と
と
、
そ

の
譲
状

に

「
兼
好
御
房
」

の
署
名
が
見
え
る

と

こ

ろ

か

ら
、

こ
れ
以
前

に
出
家
し

て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
安

良
岡
康
作
段

は
、

『
兼
好
法
師
集
』
三
四
番

の
詞
書
き

「
世
を
そ
む
か
ん
と
お
も
ひ
た
ち
し

こ
ろ
、
秋

の
ゆ

ふ
く
れ

に
」
か
ら
、
正
安

二
年

の
秋
頃
出
家

し
、
そ

の
後

、
修

学
院
次

い
で
横
河

に
隠
棲
し
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
(
「
兼
好

の
遁

世
生
活

と

つ

れ
づ
れ
草

の
成
立
」
『
文
学
』
昭
和

三
十

三
年
九
月
)
。
ま
た
、

風

巻

氏

は
、

「
家
司
兼
好

の
社
会
圏
」

の
中

で
、
後
宇
多
院
崩
御

に
よ
る
遁
世
は
考

え
ら
れ

な

い
と
指
摘
さ
れ
、
後

二
条
院
崩
御

(
.一
三
〇
八
)
ま

で
は
出
家

し
て

い
な
か

っ
た
こ
と

を
立
証
さ
れ
た
。

こ
こ
で
、
先
述

の

「
兼
好
帰
洛
説
」
と
考
え
合
わ

せ
て
み

る

時

、
兼

好

は
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「
徳
治

二
年

(
一
三
〇

七
)
」
前
後

に
帰
洛

し
、
そ

の
後
ま
も
な
く
出
家
し
た
と

考

え
ら
れ
る
で
あ

る
。

二
度
目

の
関
東
下
向

は
、

『
兼
好
法
師
集
』

の
歌

の
解
釈
か
ら
、
兼
好
三
十

代

の
頃
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
、
そ

の
傍
証
と
な

っ
た
七
〇

・
七

一
番

の
歌

を
あ
げ

て
お
く

。

あ

つ
ま

へ
ま
か
り
侍
し
に
、
清

閑
寺

に
た
ち
よ
り
て
、
道
我
僧
都

に

あ

ひ
て
、
秋

は
か

へ
り
ま
て
く

へ
き
よ
し
申
侍

し
か
は
、
そ
う

つ

か
き
り
し
る

い
の
ち
な
り
せ
は
め
く
り
あ

は
ん
秋
と
も

せ
め
て
ち
き
り
を

か
ま
し返
し

行
く
す
ゑ

の
い
の
ち
を
し
ら

ぬ
わ
か
れ

こ
そ
秋
と
も

ち
き

る
た

の
み
な
り

け
れ
「

道
我
僧
都

は
藤
原

(
日
野
)
俊
業

の
曽
孫
、
権
律
師
聖
誉

の
子

で
兼
好

の
歌
友

で
あ

る

(『
徒
然
草
事
典
』
『
兼
好
法
師
自
撰
家
集
』
補
註
有
精
堂
昭
和
五
十
二

年

七
月

。

一
〇
〇
頁
)
。

つ
ま
り
、

兼
好

は
再
度

の
関
東
下
向

に
際

し
て
、

歌

友

で
あ
る
清
閑
寺

の
道
我
僧
都

に
会

い
、

「
秋

は
帰
り
ま
う
で
来
べ
き
由
」

を

話

し
た
。

こ
の
道
我
僧
都

は
元
応

二
年

(
二

三

一〇

)
四
月
撰
進

の

『
続
千
載

集
』

に
、

長
谷
寺

よ
り
室
戸

へ
ま
う

で
侍

り
け
る
に
山

路
に
日
暮

れ
て
鐘

の
声

聞
え
侍
り
け
れ
ば

今
ぞ
き
く
夕
こ
え
く
れ
て
は

つ
せ
山
檜
原

の
奥

の
入
相

の
か
ね

(
『
国
歌
大
系
』
第
六
巻
所
収
昭
和

三
年
十
月
国
民
図
書
株
式
会
社
刊
)

と

い
う
歌
が
見
え
て
お
り
、

こ
の
時

は

「
法
印
道
我
」
と

い
う
作
者
名

で
記
さ

れ
て

い
る
。
従

っ
て
、

こ
れ

は
兼
好

三
十
代
(
『
続
千
載
集
』

の
命
が
下

っ
た

の

が

二
一二

入
年
頃

、
こ
の
時
兼
好

三
十

六
歳
)

の
こ
と

で
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
こ

の
よ
う
に
考
え

る
と
、
い

つ
と

は
確
定

で
き
な

い
が
(
立
証
資
料
な
し
)
、

三
十
代

に
二
度
目

の
関
東
下
向

を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、

こ
の
時

は
す

で
に
出
家

の
身

で
あ

っ
た

こ
と

は
前
述

の
と
お
り
で
あ

る
。

こ
の
再
度

の
下
向

の
折

の
歌
と
思
わ
れ
る
も

の
を

二
首

(
七
三

・
,七
五
番
)
あ

げ

て
み
る
。あ

つ
ま

に
て
、
や
と

の
あ
た
り
よ
り
ふ
し

の
山

の
い
と
ち
か
う
見
ゆ

れ

隸

都

に
て
お
も
ひ
や
ら
れ
し
ふ
し

の
ね
を
の
き

は
の
岳

に
い
て
x
み
る
か
な

ご
よ
う
き

の
い
そ
と
い
ふ
と

こ
ろ
に
て
、
月
を
見

て

こ
よ
う
き
の
い
そ
よ
り
と

を
く

ひ
ぐ
し

ほ
に
う
か

へ
る
月

は
お
き
に

い
て

に
け
り

因

み
に
、

七
五
番

の
歌

の

「
こ
よ
う
き
」
な
る
地
名

は
、

『
文
学
遺
跡
辞
典
』

「
詩
歌
編
」
(
昭
和

四
十

三
年
五
月
東
京
堂
刊
。

一
六
五
頁
〉

に
は
、
「小
余
綾

神
奈
川
県

(
相
模
国
)
小
田
原
市
国
府
津
か
ら
東

へ
大
磯
に
か
け

て
の
海
岸
、

よ

う

ぎ

の

は

ま

藤

.
千
鳥

.
松

で
名
高

い
」
と
見
え
、

『
万
葉
集

』
に
も

「
余
呂
伎
能
波
麻
」

と

し
て
風
光
明
媚

で
あ

っ
た

こ
と
が

見
ら

れ
る
と
あ

る
。
ま
た
、
前

二
首
と
も

、
「
見
学
」
、
「
来
遊
」

の
趣
が
感

じ
ら

れ
る
。
そ

し
て
、
同
歌
集
中

に
は
、
木
曽

路
を
通

っ
た
折

の
歌

(
五

一
番
)
が
見
え

て
お
り
、
関
東
下
向

の
折

の
往
き
か

帰
り

に
詠

ん
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
再
度

の
関
東
下
向

は
、
兼

好
が
三
十
代
、
そ

し
て
、
そ

の
旅

は
気
楽
な
来
遊

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

ま

と

め

以
上
述

べ
て
き

た
よ
う

に
、
兼
好

の
関
東

下
向
に
関
し
て
は
、
そ

の
時
期

や

動
機
と

い
う
も

の
は
は

っ
き
り
わ
か
ら
ず
、
推

論

の
域

を
脱

し
え
な

い
。

し
か

一
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し
、
兼

好
が
関
東
、
特

に
金
沢

の
地
と
密
接
な
関
係
を
も

っ
て

い
た

こ
と
は
、

今

ま
で

の
考
察

か
ら
も
明
ら

か
で
あ

る
。
兼
好

に
と

っ
て
の

一
生
活
圏

と
し
て

の
関
東

を
考
え

た
場
合
、
ま
ず
、
卜
部
氏
と
金
沢
氏

(
称
名
寺
)
と

の
関
連
が

兼
好

の
祖

父
兼
名

の
時
代

か
ら
認

め
ら
れ

る
こ
と

は
、
す

で
に
述
べ
た
と
こ
ろ

で
あ

る
。
ま
た
、
卜
部
氏
と
堀
河
氏
と

の
関
連
は
、
兼
好
自
身
、
堀
河
家

の
家

司

で
あ

っ
た
事
実

(
こ
れ
も
又
兼
顕

の
跡
を
継

い
だ
ら
し

い
)
が
物

語

っ
て
お

り
、
堀
河
基
俊

(具
守

の
弟
)

の
関
東
政
界

に
お
け
る
存
在
が
、
兼
好

の
関
東

下
向

に
関
係
が
あ

る
こ
と
も
、
前

に
考
証
し
た
。
ま
た
、
卜
部
氏

(特

に
兼

好

自
身
)

は
、
関
東

で
の
実
力
者
大
仏
氏
と
、
歌
人
と
し
て

の
結
び

つ
き
が

認
め

ら
れ

る
。
さ
ら

に
こ
の
大
仏
氏
と
金
沢
氏
と

の
関

連

(特

に
親

し
い
間
柄

で
あ

っ
た
ら
し
い
)

は
、
関
氏
が
金
沢
文
庫

に
は
大
仏
貞
直

の
書

状
を
三
通

も
伝
え

て
い
る
事
実
を
指
摘
さ
れ

て
い
る

(
「
兼
好

の
生
活
」
『
解
釈
と
鑑
賞

』
昭
和

三

十

二
年
十

二
月
)

こ
と
か
ら
首
肯
さ
れ
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
関
東

に
お
け
る
交
友

図
を
想
定

し
て
み
る
と
、
次

の
よ

う

に
な
る
ゆ

.

(称
名
寺
)

金

沢

氏

＼
り

罐

＼

.

飆

古
.

＼

家
司

歌
人

堀

河

氏
-

卜

部

氏
ー

大

仏

氏

(源
氏
)

(兼
好
)

(平
氏
)

つ
ま
り
、
関
東
政
界
実
力
者

の
金
沢
氏
と
、
歴
代
執
権
を
出
す
大
仏
氏

と

の
関

連
が
、

「
金
沢
文
庫
古
文
書
」

に
よ

っ
て
結
ば
れ
て

い
る

こ
と
を
思

う
と
、
自

然
、
金
沢
氏
と
、
や

は
り
関
東

の
政
界
人

(
基
俊
)
を
も

つ
堀
河
氏
と
の
関
連

が
浮
か
び
上
が

っ
て
く

る
。
こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
、
す

で
に
林

氏
が

「
兼
好

生
活
圏
研
究

の

一
資
料

」
(『
文
学
』
昭
和

三
十

六
年
十
月
)

で
指
摘
さ
れ
て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
林
氏

は

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
中
、

「
為
堀
川
前
内
府
表
白

文
」
な
る

一
文

書
(『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
第

八
輯

「
仏
事
篇
上
」
六

二

ご
五
号

文
書
。
以
下
表
白
文

と
略
す
)
が
存
在

し
て
い
る
こ
と

に
注
目
さ
れ
、
堀
河
氏

と
金

沢
琉

と

の
交
渉

の
可
能
性

を
示
唆
す

る
資
料
と

し
て
取
り
上
げ
て

い
ら
れ

る
。
表
白
文

は
長

い
の
で
省
略
す

る
が
、
簡
単

に
林
氏

の
説
を
追

っ
て
み
る
。

こ

の
表
白
文

は
、
表
題

と
奥
書

の

「
堀
河
前
内
府
」

は
堀
河

具

守

で
、

こ

の

「
具
守

三
十
五

日
の
法
要
」
が
、
正
和
五
年

(
一
三

一
六
)

二
月

二
十
四
目
、

京
都
岩
蔵

で
行
な

わ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
e

表
白
文

の

体

裁
は
小
冊
子

で
あ

る
が
、
岩
蔵

の
法
会

で
読
ま
れ
た
原
表
白
文
は

一
枚
紙

の

体
裁

で
あ

る
こ
と
、
⇔

こ
の
表
白
文

は
、
原
法
会
関
係
者
以
外

の
た
め

の
起
草

老

に
よ
る

「
う

つ
し
」

で
あ

る
こ
と
、
を
想
定
さ
れ
、
特
徴
と
し
て
正
和

五
年

(
=
一二

六
)

の
日
附

の
も

の
が
、
六
年

後
元
亨

二
年

(
二

二
二
二
)
金

沢
で

の
法
会

に
転
用

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

こ
の
表
白
文

の
起

草
者
が
兼

好

で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
転
用

の
機
会
が
他

な
ら
ぬ
称
名

寺

二
代

の
長
老

と
呼
ぼ
れ

た
明
忍
房
剣
阿

で
あ

っ
た
と
想
定

さ
れ
て

い
る
。
確

か
に
金
沢
氏
と
大
仏
氏

は
同

じ
平
氏
、
北
条
氏

の

一
門
な

の
で
関

連
が
あ

る

の

が
当
然
と

い
え

よ
う
。
そ
れ

に
比
べ
て
、
堀
河
氏
は
村

上
源

氏
で
あ

る
。
し
か

し
、
す

で
に
考
察

し
た
よ
う

に
、
堀
河
基
俊
が
関
東
在
住

の
公
卿

の
筆
頭

で
あ

っ
た
こ
と

を
考
え

る
と

や
は
ひ
、
無
関
係
と

い
う
方
が
不
自
然
な
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
残
念
な

こ
と

に
、
堀
河
氏
と
金
沢
氏
と

の
関
連
を
証
明
す

る
資
料

は
、

今

の
と
こ
ろ
こ
の
表
白
文
だ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
関
係
を
立
証
す

る
資

料

に
欠
け

る
と

は
い
え
、
兼
好

は
、
堀
河
氏

・
金
沢
氏
、
さ
ら
に
大
仏
氏

と
い

っ
た
交
友
関
係

を
も

っ
て
い
る
。
従

っ
て

二
度

の
関
東
下
向

と

い
う
も

の
は
、
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兼
好

に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を
も

つ
と

い
え
よ
う
。

兼
好
と
関
東
と

は
、
か
な
り
密
接

な
関
係
が
あ

る
と
い
え

る
。

『
徒
然
草
』

が
兼
好

の
長

い
間

の
体

験
に
即
し
た
随
筆

で
あ

る
こ
と

を
考
え
合
わ

せ
る
と
、

自
然
、
関
東

の
見
聞
が
そ

の
作

品

の
中

に
現

わ
れ

て

来

よ

う
。
関
東
下
向

の

『徒
然
草

』
に
及
ぼ
し
た
影
響

に

つ
い
て
は
、
稿
を
改

め
て
論
じ

て
み
た

い
。

〔
付
記
〕
本
稿

は
、
昭
和
五
十

三
年
度
卒
業
論
文
と
し
て
提

出
し
た

「
兼
好

伝
ー

二
度

の
関
東
下
向
と

『
徒
然
草
』
に
見
ら
れ
る

一
影
響
ー
」

の
う
ち
の
、

第

二
章

「
兼
好
と
東
国
」
第
三
章

「
関
東
下
向

の
時
期
」

を
中

心
に
ま
と

め
た

も

の
で
あ
る
。
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